








連っている鵡水

湖とも称すべき

湾 で ある。そ

の7Jく路は干潮時

20cm程度となる

が大潮満干潮時

の海水の流出入

は相当に激しく

その流量は約10

nl/sec程度であ

る。流入河川は

殆んどなく周囲

打、標高60m程度

の山で固まれ、

その池に注ぐ分

水界は約40ヘク

ターノレある。湖

内の最深部は約

14汎平均 5mの

括鉢形で、底質

は一部砂牒質を

除き大部分付、軟

泥であるが、ボ

ラ、イワν、票、

鯛、スズキ等が

現在でも桜足、し

湖岸にはホシダ

ワラ類が繁茂し
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締メ切り (垣堤)

カサ ラ ギ 池の 全 長 t1i 

ており 、所調汚染の状況は余り認められない様である。このj締約:大部分が北村

哀珠KKの私有水面であり立珠の化iiJ::Y.l:'漁場として最高170，000介平均70.000

介程度の裳殖が行なわれていたが、主主数年旬、養殖は行われいないま L現在K.及

んでいる。さて、この様な閉鎖性の海面であるから梅雨末期や台風|待の 出水

時には 1~ 2 m以浅は淡水化する事があるが、 2 m層前.后以諜では真珠介1，.被

害を与えた例は少なく 、湖内海水の表層水置換け、比較的良好の様である。水路
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式と呼びたい)はel然環境に左右されるとこ ろが大きい。 これを最少限度に防

止するにはどうしたらよいかは今後市者等に果せられた課題である。 少くと も

今年の経験からみて次の専が云えると思う。

(イ)閉鎖堰堤は完

全なものとし

て随時湖内水

の調整を図る

事が出来る様

にする。

(ロ)閉鎖に伴い滞l

内7.Kの流動が

殆んど仔止す

るので、湖内

水の流動を図

る方式を考え

れば、浮坊主[下
(3) Jラム，I~ !C付 11した稚介 (481'1っ

虫の付着率を大会くLiめる事か可能となろう。

付湖内水の初期水温旬、閉鎖によって市める ~~tJ;出来るから一間早期採市の方

式をとることか出来る。 早期採lYiが:Jほとれば夏季の高水温の影響をある程

度防止する事が/J~来ょ う 。

(ニ)湖内の微車Illfllf料の蕃殖維持を図るため施Jll:lの方式と、併せて潟]内を汚染か

ら防止するための施)J巴原料、 i山!克之守の恭i礎的の研究をする必要がある。

なお、今後カサラギ方式を他の海域でも実施する均合には、まだまだ自然環境

の影響を大をく 叉'けるこの方式であるから採117に必要な最低限度の海面の広さ

深さ等はどの程度なのかー稚介採IUーに必要な海水の復元力等については何等結

論は出 されていない現状であるから充分の予備前査が必要であろラ。

なお、この様なカサラギ方式で採117をするτ!加、、飽く迄も租場と しての利用

方式であるからfi[:.介付50-後は出来るだけ早い闘に一般討!!，:tJi;に搬出する必要があ

る。 とのためには母介、 i'i珠養殖業者が、愛絞り誌の母介業者が笑施 して居る様

な小さな稚介 (早期利:介)を養殖して居る必-殖技術を一日も早く収得実施する

事が稚介不足を解消する重要な点である本を記 してお く。

終り に 、 各地でこ のカサ ラギ方式で採節する含みで、 掛水ì~Jを探索 されてい

ると聞くが、との報告で明らかに したよ ラに、附着の前提として優秀な放卵用

母貝の確保、微細餌料の繁殖に必要な陸水の混入と施肥、困難な水質管躍があ
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